令和３年度　図画工作科　授業改善推進プラン
大田区立大森東小学校

１　昨年度の授業改善推進プランの検証

（１）　成果

　・基本的な用具や材料の扱いに慣れることができた。
　・友達の作品から、よさや工夫した所を見付けることができた。
　・造形作品に興味や関心をもち、楽しみながら学習活動に取り組むことができた。
（２）　課題

　・見たり体験した経験が乏しく、発想や主題をもつことに課題がある児童がいる。
・表現をすることに自信がなく、苦手意識をもっている児童がいる。
　・既習の材料や用具の使い方を組み合わせて表現することや、表したいことに合わせて使うことが難しい。

　・絵の具や筆など、自分で持ってくる道具がそろっていない児童がいる。
２　授業の分析

1 低学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・手や体全体の感覚を使って
行うような、細かな作業が
課題である。
・セロハンテープの切り方や、貼り方など、日常で身に付く技能が身に付いていない。
	・自分で新しいことや好きな物等を想像することが、課題である。
・近くの席の児童が作る作品を真似してしまい個性が生かせない児童が２割ほどいる。
	・表現することに自信が無い
児童が２割ほどいる。
・作業や片付けの合間に集中力が切れ、友達と私語やちょっかいを出してしまう児童が３割ほどいる。


2 中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・カッターの持ち方や使い方が曖昧な児童が４割いる。
・水を生かして濃淡を表現したり、新しい色を作ったりするなど、水彩絵の具の扱いに慣れることができた。
	・作品を工夫しようとせず、すぐに終わりにしてしまおうとする児童が２割いる。
・鑑賞の際、よさを感じることはできるが、よいと感じた理由を考えることは課題である。
	・身近な作品や有名な作品に、興味を示す児童が４割ほどに留まる。


3 高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・糸鋸の使い方は理解しているが、実際の刃の付け替えが身に付いていない。
・針金の扱いに慣れてきているが、束ねてねじることができない児童が４割いる。
	・作品を鑑賞する際、作者の意図や工夫に注目できている児童は３割に留まる。
・自分のイメージを表現しようと、試行錯誤を繰り返す児童が３割いる。
	・作品製作について、苦手意識をもってしまい、最初から上手くできないと諦めてしまっている児童が２割いる。


３　授業改善のポイント（観点別）
（１）低学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・手や体全体の感覚を働かせながら、活動ができる題材を多く取り入れる。
・テープや雑巾など、身近な道具を使う経験を増やす。

	・身近な材料や、自分や友達の好きなもの、色や形から、想像を広げることができる活動を取り入れる。
・人の真似をすることは悪いことではないが、自分らしさを出すため１つは変えるように指導をする。
	・作品や活動を積極的に褒め、表現活動を楽しめるように声掛けをし、自信につなげる。
・作業の合間で集中力が切れてしまう児童には、細かく注意をし、続きを行いたいと思わせる前向きな声掛けをする。


（２）中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・カッターの使い方など授業で扱う度に、細かく復習する。
・水彩絵の具に液体粘土を混ぜたり、バチックの技法を活用したりするなど、表現の幅が広がる題材を取り入れる。
	・工夫できそうな点を、レベルアップ課題として出すなど、アドバイスをする。
・よいと感じた作品には理由があること、そのきっかけが鑑賞の視点であることを指導し、視点に注目させた鑑賞の学習を行う。
	・身近な作品や有名な作品などを扱う際、作品に関する興味が沸くような知識を教師から伝える。


（３）高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・糸鋸の刃の付け替えを全員が１回は体験できる機会をつくる。また、掲示資料を作成し、振り返りができるようにする。
・力が弱い児童などの配慮も考え、細い針金も用意するようにする。
	・押さえたい視点をキーワードとして掲示したり、発表をする際は話型を用いたりするなど、視点に自然と注目できるようにする。

・試行錯誤の際、児童が助けてほしいのか、自分で考えて改善したいのかを判断し、声掛けをする。
	・自身が無い児童には、小さなことでも頻繁に褒めるようにし、自信をもたせる。
・アイディアが思いつかない児童には、友達のよいところを真似しても良いということを伝え、安心感をもたせる。



